
２０２２年４月改訂

ＮＨＫ学園で実施している書道・ペン字検定の課題集です。

級位から段位へと、自分の実力が確認できます。技術を磨き、ぜひ師範まで目指し

てください。

級位・段位を早く上げたい方は、毎回受けることをお勧めします。講座の受講とと

もに実力を養う一つの機会としてご利用ください。

師範試験も通信（在宅）で受験できます。

保存版

書道・ペン字検定

課題集



ペ
ン
字
部
門

初
め
て
受
け
る
方
の
課
題

和
田
康
子
書

●慣用句を楷書体で書きます。

ポイント

・楷書作品ですので、一点一画を明確にし、つりあいのとれた、整然と

した字形に仕上げましょう。

・各行はお手本の通りにおさめ、最終行には、本文との調和を考え氏名

を本文より少し小さく入れてください。

・行頭を揃え、まわりの余白とのバランスも考慮してください。

―47―



７
級
課
題

（
現
在
８
級
の
方
の
課
題
）

和
田
康
子
書

●俳句三句を楷書体で書きます。

ポイント

・楷書作品ですので、一点一画を明確にし、つりあいのとれた、整然と

した字形に仕上げましょう。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書

きましょう。

・最終行には、本文との調和を考え氏名を本文より少し小さく入れてく

ださい。

・行頭を揃え、中心を通して書きましょう。

こ
だ
ま

あ
じ
さ
い

ひ
だ

谺

紫
陽
花

襞

杉
田
久
女
の
句

―48―



ひ
よ
う
し

き

じ

ひ
ば
り
な
く
中
の
拍
子
や
雉
子
の
声

み身
に
し
み
て
大
根
か
ら
し
秋
の
風

○

○

書

６
級
課
題

（
現
在
７
級
の
方
の
課
題
）

●俳句二句を楷書体で書きます。

ポイント

・上の課題は活字です。活字の形にまどわされず、楷書体で字形を整え

て書きましょう。紙面に対する文字の大きさに注意して、中心を通し

て書きましょう。

・最終行には、本文との調和を考え名前（姓は書きません）を本文より

少し小さく入れてください。

・７級課題手本を参考にしてください。

・ふり仮名は書きません。

松
尾
芭
蕉
の
句
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○ ○

５
級
課
題

（
現
在
６
級
の
方
の
課
題
）

さんじゅ

湯川三壽書

●詩を楷書体で書きます。

ポイント

・楷書作品ですので、一点一画を明確にし、つりあいのとれた、整然と

した字形に仕上げましょう。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書

きましょう。

・最終行○○には、本文との調和を考え名前（姓は書きません）を本文

より少し小さく入れてください。

・行頭を揃えましょう。

島
崎
藤
村
「
初
恋
」
よ
り
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早春の候 秋涼のみぎり

まずは取り急ぎお礼まで

とり急ぎお返事申し上げます

皆様方のご健勝をお祈りいたします

○ ○ 書

４
級
課
題

（
現
在
５
級
の
方
の
課
題
）

●手紙用語を楷書体で一行ずつ空けて書きます。

ポイント

・活字の形にまどわされず、楷書体で字形を整えて書きましょう。紙面
に対する文字の大きさに注意して、中心を通して書きましょう。
・最終行○○には、本文との調和を考え名前（姓は書きません）を本文
より少し小さく入れてください。
・横書きは、文字の高さの中心（＝重心）を通して書きます。
・５級課題手本を参考にしてください。
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３
級
課
題

（
現
在
４
級
の
方
の
課
題
）

さ
ん
じ
ゅ

湯
川
三
壽
書

●俳句を行書体で書きます。

ポイント

・お手本をよく見て、行書体のくずし方、連綿の続け方に気をつけて書

きましょう。

・最終行○○には、本文との調和を考え行書体で名前を入れてください。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書

きましょう。

○

○

小
林
一
茶
の
句
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梅
雨
の
候

ご
多
忙
の
折
恐
縮
で
す

寒
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

２
級
課
題

（
現
在
３
級
の
方
の
課
題
）

●手紙用語を行書体で書きます。

ポイント

・活字の形にまどわされず、行書体で点画に丸みを持たせて書きましょ

う。

・ひらがなは行書に調和するように書き、連綿してもよいです。

・○○の部分には、本文との調和を考えて名前を入れてください。

・３級課題手本を参考にしてください。

○

○

書
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�
�
�
�
�

竹馬の友

食わず嫌い

笑う門には福来る

好きこそ物の上手なれ

ローマは一日にして成らず

人事を尽くして天命を待つ

朱に交われば赤くなる

備え有れば患無し

旅は道づれ世は情け

氏 名

そ
の
と
き
、
向
ふ
の
白
い
河
原
を
、
肌
ぬ
ぎ

に
な
っ
た
り
、
シ
ャ
ツ
だ
け
着
た
り
し
た
大
人

が
、
五
六
人
か
け
て
来
ま
し
た
。
そ
の
う
し
ろ

か
ら
は
、
ち
ゃ
う
ど
活
動
写
真
の
や
う
に
、
一

人
の
網
シ
ャ
ツ
を
着
た
人
が
、
は
だ
か
馬
に
乗

っ
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
っ
て
来
ま
し
た
。

○

○

書

１
級
課
題

（
�
・
�
の
二
課
題
、
用
紙
二
枚
を
提
出
）

（
現
在
２
級
の
方
の
課
題
）

課 題 �

�
課
題
�
は
楷
書
横
書
き
作
品
、
課
題
�
は
行
書
縦
書
き
作
品
で
す
。

審
査
は
両
課
題
を
総
合
し
て
評
価
し
ま
す
。

�
課
題
�
…
…
こ
と
わ
ざ
な
ど
を
書
き
ま
す
。

楷
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の
通
り
に

お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
、
本
文
と
の
調
和
を
考
え
氏

名
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

楷
書
作
品
で
す
か
ら
、
一
点
一
画
を
明
確
に
し
整
然
と
し
た
字
形
に

仕
上
げ
ま
す
。
罫
の
余
白
に
気
を
付
け
、
文
字
の
高
さ
の
中
心
を
通

し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
行
頭
を
揃
え
ま
し
ょ
う
。

�
課
題
�
…
…
宮
澤
賢
治
『
風
の
又
三
郎
』
よ
り

行
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
本
文
と
の
調
和
を

考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の

通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

行
書
作
品
で
す
か
ら
点
画
に
丸
み
を
持
た
せ
、
流
れ
、
リ
ズ
ム
を
大

切
に
、
く
ず
し
方
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
連
綿
を
適
宜
と

り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

課 題 �
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�
�
�
�
�

初
段
課
題

（
�
・
�
の
二
課
題
、
用
紙
二
枚
を
提
出
）

（
現
在
１
級
の
方
の
課
題
）

み
の
わ
と
う
じ
ゅ

蓑
輪
東
壽
書

�課題�……五言絶句を楷書体で書きます。
ポイント

・楷書作品ですので、点画を連続させずに明確に書きましょう。

・紙面に対する文字の大きさや位置によって、おさまりの良し悪しが決まります。題名・作者

名・本文・名前の大きさや位置に注意してバランスよくまとめられるよう、常に全体の構成を

思い描きながら書き進めましょう。下敷きにめやすとなる線を入れておくと便利です。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書きましょう。

課 題 �

○

○

書
り
し
ょ
う
い
ん

ら
く
ゆ
う
げ
ん

李
商
隠
「
楽
遊
原
」

く
れ

な
ん
な
ん

か
な

か

晩
に
向
と
し
て
意
適
わ
ず
。
車
を
駆
り
て
古
原
に
登
る
。

せ
き
よ
う

た

こ

こ
う
こ
ん

夕
陽

限
り
無
く
好
し
。
只
だ
是
れ

黄
昏
に
近
し
。
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す
る
と
或
夜
の
事
で
あ
る
。
日
が
暮
れ
て

ふ
う
た
く

か
ら
急
に
風
が
出
た
と
見
え
て
、
塔
の
風
鐸

の
鳴
る
音
が
、
う
る
さ
い
程
枕
に
通
っ
て
来

た
。
そ
の
上
、
寒
さ
も
め
っ
き
り
加
は
っ
た

な
い
ぐ

の
で
、
老
年
の
内
供
は
寝
つ
か
う
と
し
て
も

寝
つ
か
れ
な
い
。

○

○

書

課 題 �

�
課
題
�
…
…
芥
川
龍
之
介
『
鼻
』
よ
り

行
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
本
文
と
の
調
和
を

考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の

通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
行
の
中
心
を
通
し
て
書
き
ま
す
。

行
書
作
品
で
す
の
で
点
画
に
丸
み
を
持
た
せ
、
連
綿
を
適
宜
と
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
流
れ
、
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
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�
�
�
�
�

二
段
課
題

（
�
・
�
・
�
の
三
課
題
、
用
紙
三
枚
を
提
出
）

（
現
在
初
段
の
方
の
課
題
）

和
田
康
子
書

�課題�……七言絶句を行書体で書きます。
ポイント

・行書作品ですので、点画に丸みを持たせ、流れやリズムを大切にして、なめらかに書きましょう。

・行頭・行間などの位置に注意し、バランスよくまとめましょう。

・行の中心が傾かないように下敷きにめやすとなる線を入れておくと便利です。

・最終行には、本文との調和を考え名前を本文より少し小さく入れてください。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書きましょう。

課 題 �

と
ぼ
く

こ
う
な
ん
の
は
る

杜
牧
「
江
南
春
」

す
い
そ
ん
さ
ん
か
く
し
ゅ
き

千
里
鶯
啼
い
て
緑
紅
に
映
ず
、
水
村
山
郭
酒
旗
の
風
、

し
ひ
ゃ
く
は
っ
し
ん
じ

え
ん
う

う
ち

南
朝
四
百
八
十
寺
、
多
少
の
楼
台
煙
雨
の
中
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一郎がすこし行きますと、

そこはもう笛ふきの滝でした。

笛ふきの滝というのは、まっ

白な岩の崖のなかほどに、小

さな穴があいていて、そこか

ら水が笛のように鳴って飛び

出し、すぐ滝になって、ごう

ごう谷におちているのをいう

のでした。

○ ○ 書

竹
取
の
翁
、竹
を
取
る
の
に
、此
の
子
を
見
つ

の
ち

ふ
し

へ
だ

け
て
後
に
、
竹
取
る
に
、
節
を
隔
て
て
、
よ
ご

こ
が
ね

か
さ

と
に
、
金
あ
る
竹
を
見
つ
く
る
事
重
な
り
ぬ
。

か
く
て
翁
や
う
や
う
ゆ
た
か
に
な
り
ゆ
く
。
こ

ち
ご

の
児
養
ふ
ほ
ど
に
、
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り

ま
さ
る
。

○

○

書

課 題 �

�
課
題
�
…
…
宮
澤
賢
治
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
よ
り

楷
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
本
文
と
の
調
和
を

考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の

通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
書

き
ま
し
ょ
う
。
罫
の
余
白
に
気
を
つ
け
、
文
字
の
高
さ
の
中
心
を
通

し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

�
課
題
�
…
…
『
竹
取
物
語
』
よ
り

行
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
、
本
文
と
の
調
和

を
考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字

の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。
ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ

ん
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
書

き
ま
し
ょ
う
。
罫
の
余
白
に
気
を
つ
け
、
中
心
を
通
し
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

課 題 �
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�
�
�
�
�

三
段
課
題

（
�
・
�
・
�
の
三
課
題
、
用
紙
三
枚
を
提
出
）

（
現
在
二
段
の
方
の
課
題
）

み
の
わ
と
う
じ
ゅ

蓑
輪
東
壽
書

�課題�……和歌を二行書きでおさめます。
ポイント

・紙面の中央に二行をバランスよく収めましょう。

・お手本は提出用紙より小さく印刷されていますので、やや大きめに書きましょう。

・「○○書」のところには、名前を調和よく入れてください。

課 題 �

や
ま
と

ゆ
く
秋
の
大
和
の
国
の
薬
師
寺
の
塔
の
上
な
る
一
ひ
ら
の
雲
（
佐
佐
木
信
綱
の
歌
）
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親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば

か
り
し
て
居
る
。
小
学
校
に
居
る
時
分
学
校

の
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
程
腰
を
抜

む
や
み

か
し
た
事
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
無
闇
を
し

た
と
聞
く
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
別
段
深

い
理
由
で
も
な
い
。

○

○

書

尋
隠
者
不
遇

賈

島

松

下

問

童

子

言

師

採

薬

去

只

在

此

山

中

雲

深

不

知

処

○

○

書

課 題 �課 題 �

い
ん
じ
ゃ

た
ず

あ

か

と
う

�
課
題
�
…
…
「
隠
者
を
尋
ね
て
遇
わ
ず
」

賈

島

し
ょ
う
か
ど
う
じ

と

松
下
童
子
に
問
え
ば

い

し

く
す
り

と

さ

言
う
師
は
薬
を
採
り
に
去
る
と

た
だ
こ

さ
ん
ち
ゅ
う

あ

只
此
の
山
中
に
在
ら
ん

く
も
ふ
か

と
こ
ろ

し

雲
深
く
し
て
処
を
知
ら
ず

本
文
は
一
行
五
字
づ
め
で
四
行
に
書
き
ま
す
。
書
体
は
自

由
で
す
。
最
終
行
に
は
本
文
と
の
調
和
を
考
え
名
前
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

題
名
・
作
者
名
・
本
文
・
名
前
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
字
と
字
、
行

と
行
の
間
隔
に
注
意
し
、
紙
面
を
十
分
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

�
課
題
�
…
…
夏
目
漱
石
『
坊
ち
ゃ
ん
』
よ
り

行
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
、
本
文
と
の
調
和

を
考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字

の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
行
の
中
心
を
通
し
て
書
き
ま

し
ょ
う
。
点
画
の
変
化
・
省
略
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
書
い
て
く
だ

さ
い
。
行
書
作
品
で
す
の
で
点
画
に
丸
み
を
持
た
せ
、
連
綿
を
適
宜

そ
う

へ
ん
た
い

と
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
平
仮
名
は
草
仮
名
（
変
体
仮
名
）
に
換

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ
ん
。
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�
�
�
�
�

そんな風に思ひ出に導かれ

るままに、村をそんな遠くの

方まで知らず識らず歩いて来

てしまった私は、今更のやう

に自分も健康になったものだ

なあ、と思った。私はさうい

ふ長い散歩によって一層生き

生きした呼吸をしてゐる自分

自身を見出した。

○ ○ 書

人
の
、
物
を
問
ひ
た
る
に
、
知
ら
ず
し
も
あ
ら

じ
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
は
ん
は
を
こ
が
ま
し
と
に

ま
ど

か
へ
り
ご
と

や
、
心
惑
は
す
や
う
に
返
事
し
た
る
、
よ
か
ら
ぬ

事
な
り
。
知
り
た
る
事
も
、
な
ほ
さ
だ
か
に
と
思

ひ
て
や
問
ふ
ら
ん
。
ま
た
、
ま
こ
と
に
知
ら
ぬ
人

も
な
ど
か
な
か
ら
ん
。

○

○

か
く

四
段
課
題

（
�
・
�
・
�
の
三
課
題
、
用
紙
三
枚
を
提
出
）

（
現
在
三
段
の
方
の
課
題
）

課 題 �

�
課
題
�
…
…
堀

辰
雄
『
美
し
い
村
』
よ
り

楷
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の
通
り
で

な
く
て
も
よ
い
で
す
。
最
終
行
に
は
、
本
文
と
の
調
和
を

考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
は
そ
ろ
え
、
中
心
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
お
さ
め
ま
し
ょ
う
。

�
課
題
�
…
…
吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
よ
り

行
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。「
○
○
か
く
」
の
と
こ
ろ
に
は
、

本
文
と
の
調
和
を
考
え
名
前
を
入
れ
ま
す
。
一
行
の
字
数

は
活
字
の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
行
の
中
心
を
通
し
て
書
き
ま

し
ょ
う
。
点
画
の
変
化
・
省
略
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
書
い
て
く
だ

そ
う

へ
ん
た
い

さ
い
。
平
仮
名
は
草
仮
名
（
変
体
仮
名
）
に
換
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

課 題 �
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さ
み
だ
れ

く
も
ま

い
で

五
月
雨
は
心
あ
ら
な
む
雲
間
よ
り
出
く

る
月
を
待
て
ば
苦
し
き

○

○

か
く

課 題 �

�
課
題
�
…
…
和
歌
一
首

行
書
体
で
二
行
に
お
さ
め
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
草
書
を

使
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。「
○
○
か
く
」
の
と
こ
ろ
に
は

本
文
と
の
調
和
を
考
え
名
前
を
入
れ
ま
す
。
行
頭
・
行

末
・
行
間
の
あ
き
に
注
意
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
お
さ
め
ま

し
ょ
う
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い

で
す
。

ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

漢
字
と
仮
名
の
変
換
は
自
由
、
連
綿
も
自
由
で
す
。
草
書
を
使
う
場

合
、
く
ず
し
方
を
把
握
し
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

五
月
雨
に
は
人
を
思
い
や
る
心
が
あ
っ
て
ほ
し
い

（
源

実
朝
）

も
の
だ
。
雲
間
か
ら
出
る
月
を
、
今
か
今
か
と
思

っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
心
も
苦
し
い
こ
と
だ
。
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�
�
�
�
�

しばらく人情界を離れた

る余は、少なくとも此旅中

に人情界に帰る必要はない。
せっかく

あっては折角の旅が無駄に

なる。人情世界から、ぢや

りぢやりする砂をふるって、

底にあまる、うつくしい金

のみを眺めて暮さなければ

ならぬ。

○ ○ 書

一
年
の
う
ち
で
最
も
心
地
よ
い
時
候
と
な
り
ま
し
た
。

お
元
気
そ
う
で
何
よ
り
で
す
。
旅
先
か
ら
の
絵
葉
書
と

香
り
高
い
松
茸
が
今
日
届
き
ま
し
た
。
高
地
の
山
で
は

紅
葉
も
色
鮮
や
か
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
っ
そ
く

食
卓
に
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら

お
心
遣
い
嬉
し
く
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
礼
ま
で
。

五
段
課
題

（
�
・
�
・
�
・
�
の
四
課
題
、
用
紙
四
枚
を
提
出
）

（
現
在
四
段
の
方
の
課
題
）

課 題 �

�
課
題
�
…
…
夏
目
漱
石
『
草
枕
』
よ
り

楷
書
体
で
お
さ
め
ま
す
。
最
終
行
に
は
、
本
文
と
の
調
和

を
考
え
名
前
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
一
行
の
字
数
は
活
字

の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
な
る
べ
く
そ
ろ
え
、
中
心
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
さ
め
ま
し
ょ
う
。

�
課
題
�
…
…
葉
書
に
書
く

無
罫
紙
を
使
用
し
ま
す
。
葉
書
大
（
約
１５
�
×
１０
�
）
の

枠
を
そ
の
中
に
引
き
、
縦
書
き
に
お
さ
め
ま
す
。
書
体
、

構
成
、
改
行
は
自
由
で
す
。
一
行
の
字
数
は
活
字
の
通
り

で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。
句
読
点
は
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

行
頭
・
行
末
は
ほ
ぼ
そ
ろ
え
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
紙
面
を
十
分
生
か

し
て
く
だ
さ
い
。

課 題 �
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山

行

杜

牧

遠

上

寒

山

石

径

斜

白

雲

生

処

有

人

家

停

車

坐

愛

楓

林

晩

霜

葉

紅

於

二

月

花

○

○

書

風
た
ち
て
こ
ま
か
に
落
つ
る
竹
の
葉
は

か
た

日
の
照
る
方
へ
み
な
ち
ら
ふ
な
り

○

○

か
く

課 題 �課 題 �

（
北
原
白
秋
）

と
ぼ
く

�
課
題
�
…
…
「
山
行
」

杜
牧

か
ん
ざ
ん

の
ぼ

せ
っ
け
い
な
な
め

遠
く
寒
山
に
上
れ
ば
石
径
斜
な
り

は
く
う
ん
し
ょ
う

と
こ
ろ
じ
ん
か

白
雲
生
ず
る
処
人
家
有
り

と
ど

そ
ぞ
ろ

あ
い

ふ
う
り
ん

く
れ

車
を
停
め
て
坐
に
愛
す
楓
林
の
晩

そ
う
よ
う

く
れ
な
い

霜
葉
は
二
月
の
花
よ
り
も
紅
な
り

本
文
は
一
行
七
字
づ
め
で
四
行
に
書
き
ま
す
。
書
体
は
自

由
で
す
。
最
終
行
に
は
本
文
と
の
調
和
を
考
え
名
前
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト

題
名
・
作
者
名
・
本
文
・
氏
名
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
字
と
字
、
行

と
行
の
間
隔
に
注
意
し
、
紙
面
を
十
分
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
課
題
…
…
短
歌
一
首

行
書
体
で
書
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
草
書
を
使
っ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。「
○
○
か
く
」
の
と
こ
ろ
に
は
本
文
と

の
調
和
を
考
え
名
前
を
入
れ
ま
す
。
一
行
の
字
数
は
活
字

の
通
り
で
な
く
て
も
よ
い
で
す
。
ふ
り
仮
名
は
書
き
ま
せ

ん
。

ポ
イ
ン
ト

そ
う

へ
ん
た
い

漢
字
と
仮
名
の
変
換
は
自
由
、
草
仮
名
（
変
体
仮
名
）、
連
綿
、
散

ら
し
書
き
も
自
由
で
す
。
草
書
を
使
う
場
合
、
く
ず
し
方
を
把
握
し

て
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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「
実
力
ア
ッ
プ
ペ
ン
字
」で
学
習
で
き
ま
す

漢
字
は
大
き
く
、
ひ
ら
が
な
は
や
や
小
さ
め
に
書
き
ま
す
。

名
前

安
定

直
線
は
や
や
速
く
、
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